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1	 この「品詞」（POS タグ）には，名詞，動詞，形容詞などの標準的なもの以外に，to に
付された infinitive marker も含まれる。頻度に関しては，あくまでも同一語形の同一品
詞（POS タグ）に基づくので，同形異義語の混在は避けられない。
2	 この名詞のランキングには personal likes and dislikes のような「好きなもの」の例も
含まれる。

0．はじめに
　本稿は，１億語超えコーパス BNC において800回以上の使用が観
察される品詞（POS のタグづけされたクラス）1別の6318単語（Kilgarriff 
（1995））に３品詞以上収録されている44項目に関して，宮畑（2015）
で提案した多品詞語の多義構造の記述の枠組みに従って，記述を試
みると同時にこの記述法の妥当性の検証も行う。取り扱う対象語と 
BNC における各語の品詞（タグ）の頻度順位は以下の通り。

５品詞：like	 prep 91位；adv 2214位；a 2329位；conj 
3775位；n 5020位2

　　　　round	 adv 725位；prep 951位；a 2116位；n 2343位；
v 4049位

４品詞：back	 adv 118位；n 415位；v 2048位；a 3160位
　　　　outside	 prep 901位；adv 1799位；a 2346位；n 3773

位
　　　　past	 n 1120位；a 1158位；prep 1494位；adv 3333

位
　　　　right	 adv 231位；n 297位；a 299位；intj 2968位
３品詞：above	 prep 786位；adv 942位；a 3341位
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　　　　as	 conj 31位；prep 48位；adv 98位
　　　　before	 prep 185位；conj 314位；adv 1522位
　　　　calm	 a 4452位；v 4723位；n 5667位
　　　　close	 v 664位；a 774位；adv 1277位
　　　　dear	 a 2165位；intj 2766位；n 3140位
　　　　direct	 a 1044位；v 1763位；adv 5641位
　　　　double	 a 1762位；v 3104位；n 3966位
　　　　fair	 a 1393位；adv 4113位；n 5184位3

　　　　fit	 v 1080位；a 3085位；n 3472位4

　　　　for	 prep 11位；conj 1326位；adv 2443位5

　　　　half	 det 460位；n 1453位；adv 4797位
　　　　head	 n 241位；v 1537位；a 4138位
　　　　inside	 prep 1376位；adv 1962位；n 3083位
　　　　level	 n 268位；a 2458位；v 5855位
　　　　light	 n 553位；a 1189位6；v 2060位
　　　　little	 a 370位；det 378位；adv 1020位
　　　　near	 prep 724位；a 2480位；adv 2633位
　　　　need	 v 147位；n 280位；modal 2497位
　　　　no	 det 74位；intj 128位；adv 368位
　　　　ok（ay）	 adv 934位（okay）；intj 3961位（ok）；a 4508

位（okay）
　　　　open	 v 392位；a 587位；adv 2807位

3	 多義として考えられる名詞義の fair は現代ではほとんど用いられず，頻度として順位
を上げているのは a book fair のような「イベント」の意の fair。
4	 名詞の順位には，have a fit のような「発作」の意の fitも混在。
5	 BNC には副詞での収録は見られないので，Kilgarriff（1995）の誤集計だと思われる。除
外すると「２品詞」だが，前置詞の頻度が11位の主要語であるので，本稿で記述する対象
として取り上げる。
6	 多義としては，「光」系の語義を記述対象とするが，順位には make light of のような	
「軽い」系も混在。
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　　　　opposite	 a 2289位；adv 5536位7；n 5550位
　　　　other	 a 75位；n 264位；pron 685位
　　　　over	 prep 123位；adv 142位；n 4273位8

　　　　overall	 a 1865位；n 4177位；adv 4244位
　　　　short	 a 588位；adv 2309位；n 6256位
　　　　since	 conj 291位；prep 660位；adv 3178位
　　　　square	 n 2570位；a 2915位；v 5617位
　　　　subject	 n 336位；a 3627位；v 4468位
　　　　that	 conj 13位；det 27位；adv 2022位
　　　　to	 infinitive marker ７位；prep 10位；adv 739

位
　　　　top	 n 628位；a 973位；v 4235位
　　　　total	 a 905位；n 1503位；v 5591位
　　　　waste	 n 2043位；v 2668位；a 4070位
　　　　welcome	 v 1691位；a 3045位；n 4309位
　　　　well	 adv 82位；intj 583位；a 3247位
　　　　wrong	 a 723位；n 5544位；adv 5771位

　なお，like, round, as, before, close, head は宮畑（2015），need は
宮畑（2016）で提示したものに必要に応じた修正を加えた上での再掲
である。

1．BNC高頻出５品詞多義語（２語）の多義構造
1.1．like
　like の多義は，前置詞の語義展開を軸に，接続詞，形容詞，名詞，

7	 BNC で AV0（副詞）のタグづけされた例が661に対して，PRP（前置詞）は1096例収
録されている（数は本稿執筆時（以下同様））。コーパスデータの変更により用例数の変動
はありうるにせよ，前置詞の opposite は少なくとも順位に含まれているべきである。
8	 大半はクリケットの「投球単位」の例だが，people aged 60 and over のような副詞と
して認定すべきものも名詞に混入している。
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副詞に広がりを見せる9。中心義（語義 ）は近似の意味合い。ここ
から，例示（語義 ），同類（語義 ），典型（語義 ），（時間的）
近接（語義 ）に展開する。接続詞義は，語義  から拡張した類似	
（語義 ）の意味合いのほか，同類（  系）と近接（  系）の意味
を引き継ぐ。形容詞義は，近似（  系），同類（  系），近接（  系）
の意味を引き継ぐ。名詞義は，近似・類似（ ・  系）と同類（  	
系）の特性をもつものの意。副詞義は，近似（  系），例示（  系），
同類（  系）に対応する。基本的に，第２以降の品詞の語義は，筆
頭品詞である前置詞義の一部を引き継ぐが，全体として見れば，核と
なる語義は異なる品詞をまたいでも一定している部分が多い。

like
1  前 （外見・性質な
どが）…に似て

２ 前 （例示して）た
とえば…のよ
うな

３ 前 （やり方など
が）…と同じ
ように

４ 前 （特徴などが）
いかにも…ら
しい

1a 前 （ たとえ
て）まるで
…のようで

5a 前 〈行為〉を
したい気持
ちで

5  前 〈出来事〉が
起こりそうで

接 まるで…
のように

形（外見・性質など
が）よく似た

副（数値などが）
…くらいで

副（語調をや
わらげて）
…みたい
副（つなぎで）
まぁ

副（引用の前
で）…とか

副 たとえば

形〈やり方など
が〉同様の

名 同類の
人・もの

名 似た人・
もの
名 匹敵［対
応］する
人・もの

形〈出来事が〉
起こりそ
うで
形〈 行 為 を 〉
しそうで

自 ((方言))今に
も…しそう

接（…するの）
と同じよ
うに

接（出来事が）
起こりそ
うで

9	 多義構造の記述には，意味のつながりの観点から自動詞義をひとつ含めているが，非標
準的な方言でもあり，使用頻度は低い。
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1.2．round
　round は，副詞義が語義展開の軸で，前置詞義はほぼ副詞義に対応
する。動きを表す「ぐるりを［と］回って」（  系）を要に，配置の意
味合い「周りに位置して」（  系）と方々を移動する「あちこち回っ
て」（  系）に拡張する。副詞義はさらにひと回りを繰り返す「ぐる
ぐると」（語義 ）にも広がる。名詞義と形容詞義はかなり偏りおよ
び独自の展開を見せる。名詞義は，副詞・前置詞義の「ぐるりを［と］	
回って」（  系）と対応する「ぐるりと回ること」から，その動きの
軌跡の形状にあたる「丸い形（の物）」と，活動が始まって終わるまで
の「一巡り」に広がる。形容詞義は，名詞義から「丸い」という特性
の意味を引き継いで，ここから，端数のないこと，声や文体の特徴を
それぞれ「丸い」と見立てた意味合いと，活動が「一巡する」に展開
する。ほとんどが他・自の両語義をもつ動詞義は，筆頭の副詞義の中
核をなす３つの語義（語義 ， ， ）に対応・関連するもののほか，
名詞・形容詞義の「丸い（形）」「一巡り（する）」を生み出すプロセス
義に拡張する。異なる品詞で独自に見られる語義に対応する語義同士
でも関連性を保った構造をなしうるのは，いずれの品詞内の語義拡張
も特性類似の関係によるからである。
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round
1  副 （…の）ぐる
りを回って

２ 副 （…の）周り
に位置して

３ 副 あちこち
回って

４ 副 ぐるぐる
と（回転して）

1a 副 くるりと
向きを変えて

2a 副 周りに
散らばって

1b 副 向こう側に
回って

前 …をぐるり
と回って

名 C  ぐるりと
回ること

名 C  （活動の）
一巡り

名 C  丸 い 形
（の物）

名 C  （スポーツ
の）１試合

名 C  （拍手など
の）ひとしきり

前 …の周りに
位置して

前 …のあちこ
ち回って

前 …の周りに
散らばって

前（時間の）…
あたりに

前〈角〉を
回って

形〈物（の形）
が〉丸い

他〈物（の形）を〉
丸くする； 
自 丸くなる

他 自 ぐるりと
回る

他〈…を〉取り
囲む

形〈数が〉端
数のない

形〈声が〉ふ
くよかな

形〈文体が〉円
熟した

形〈 活動が 〉
一巡する

他〈活動を〉し
めくくる

前〈障害物〉
を迂回
して

自 回転する；
他 回転させる

他〈数の〉端数を丸め
る；自 四捨五入
する

2．BNC高頻出４品詞多義語（４語）の多義構造
2.1．back
　多義の要は，名詞義「背中」（語義 ）。ここから，その一部分で
ある「背骨」（語義 ）と，物の「背中」にあたる「背部」（語義 ）
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に広がる。他の品詞の語義は，局所的な展開で関連する。形容詞義は，
「背部」がもつ特性に転じた「後ろの」（さらに，空間から時間の「後
ろの」に展開）と，動詞義の「戻る」に含まれる方向性「あと戻り	
の」に拡張する。動詞義は，後ろの位置と関連して，「後ろの位置に
存在する」（後ろに位置する）と「後ろの位置に移動する」（後ろに下
がる），そして（語義としては定着していない具象義を認知的には経
由して）抽象義「後ろで支える」に広がる。副詞義は，動詞義「後ろ
に下がる」の様態にあたる「後ろへ（下がって）」を節点にさらに拡張
するほか，形容詞義「（時間的に）後ろの」に対応する意味ももつ。

back

1  名 C  （人・動物の）背中

1a 名 C  （椅子などの）
背もたれ

2a 名 C  （組織などの）
支柱

3b 名 C  U  （サッカーなど
の）後衛

２ 名 C  （人・動物の）背骨

３ 名 C  （物の）背部

3a 名 C  U  （正面・表に対
して）背［裏］面

3c 名 【the ～】（心・物事
の）裏側

他〈…の〉後ろに
位置する

他〈考え・計画な
どを〉後ろで
支える
他〈歌手などの〉
伴奏をする

他〈人・馬など
に〉賭ける

他〈…の〉裏に
書く

自 後ろに下がる；
他  後退させる
自（元の場所
に）戻る

副（元の場所
に）戻って

副（行動など
を）控えて

副（元の状態
に）戻って

副（借金・返答
などを）返
して

形（空間的に）
後ろの

形（中心から）
離れた

形 あと戻りの
形 逆方向の

形（時間的に）
後ろの

副（時間的に）
後ろで

副 後ろへ（下がっ
て）
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2.2．outside
　outside は，前置詞義を軸に，空間，組織，範囲「の外で」の意味（そ
れぞれ語義   ）を副詞義，形容詞義ともに引き継ぐ。名詞義は，
形容詞義の空間と組織の「外の」という特性をそれぞれもつものとい
う意味を担う。時間の意味（語義 ）は前置詞にのみ見られる。

outside

1  前 〈領域・空間〉
の外側で［に］

２ 前 〈組織〉の外
側で［に］

３ 前 〈期間〉の外
で［に］

４ 前 〈範囲〉の外
で［に］

副（領域・空間の）
外側で［に］

形【限定】（領域・空
間の）外側の

形【限定】組織外
の

形【限定】範囲外
の
形【限定】((略式))想定
外の，見込みのない

形【限定】((略式))〈見
積もりなどが〉範囲を
超えそうな

副（組織の）外
側で［に］

副（範囲の）外
で［に］

名【the ～】外側（に
ある物）

名【the ～】部外（者）

名【the ～】（人の）
外見

2.3．past
　past は，前置詞義を柱に，空間，時間，限度の「通り過ぎて」の
意味（それぞれ語義   ）をそのまま引き継ぐ形で副詞義が展
開する。形容詞義・名詞義は，時間の意味合い（  系）を節点に広
がりを見せる。
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past

1  前 〈場所〉を通
り過ぎて

２ 前 〈時間〉を通
り過ぎて

３ 前 〈基準・程度〉
を通り過ぎて

副（場所を）通
り過ぎて

副（時間を）通
り過ぎて

副（基準・程度
を）通り過
ぎて

形 過去の

形 過去形の

形〈人が〉任期
を終えた

形〈行事などが〉
終わった

形〈時期が〉過
ぎ去った
ばかりの

名【the ～】過去

名【a [one’s] ～】
経歴

名【the ～】過去形

2.4．right
　right の多義構造の要は，形容詞義「正しい」。規範に合致すると
いう意味である。ここから展開する語義は，ほとんどすべて副詞義に
引き継がれる。名詞義は，「（規範に照らして）正しい」という特性を
もつこととそれを実現するための「権利」の意味に展開するほか，「右
側の」「右翼の」ものという意味を担う。間投詞は，意図した「まさに」
その瞬間に同意，注意喚起，確認を実行する機能をもつ。動詞義は，	
「（規範に照らして）正しい」と「まっすぐな」状態をそれぞれ生み出
すプロセス義「正す」「まっすぐ立てる」を意味する10。

10	BNC で動詞のタグづけされた right の収録例は154のみ。
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right

1  形 〈人（の行動・考えな
ど）が〉（規範に照らして）
正しい

２ 形 〈人（の身心）が〉
正常な

４ 形 〈線・角度が〉まっ
すぐな

５ 形 【限定】((英略式))
まったくの

３ 形（身体の）右側の

副（規範に照らして）
正しく

副（基準に照らし
て）適切で

副 正解で

副 健康［全］で

副 右側で［に］

副（機械・動作が）
正常で

副（方向などが）
まっすぐに

間（同意して）はい
間（相手の注意をひい
て）はい（では）

間（自分の発言を確認
して）ですよね

間（相手が話について
きているのを確認し
て）それでね

副 ちょうど，まさ
に，まったく

名 U  （規範に照らして）
正しいこと

他〈不正・誤りなどを〉（規
範に照らして）正す

他〈物を〉まっすぐ
立てる；自 体
を起こす

名【a [the] ～/～s】
（正しい規範を実現
する）権利

名【the [one's] ～】
右（側）

名【通例 the R-】
右翼（政党）

1a 形 〈人・事が〉
（基準に照らし
て）適切な

2a 形 〈機械などが〉
正常な状態で

3a 形 〈政党・思想が〉
右翼の

1b 形 〈答えなど
が〉正解の

3．BNC高頻出３品詞多義語（38語）の多義構造
3.1．above
　多義構造の柱は前置詞義で，空間的位置として「上に」（語義 ）と，
その見立てにあたるなんらかの基準よりも「上に」（語義 ）が展開
の中核をなす。副詞義は，前置詞義の大半を引き継ぐ。形容詞義・名
詞義11は，特定の副詞義と対応・関連するのみである。

11	BNC では，The above is an edited version of a paper . . .  のような above は名詞では
なく AJ0（形容詞・原級）がタグづけされている。
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above

1  前 …より空間
的に上に

副 空間的に上
に
副 上流に，上
手に

副 ((形式))（文章で）
先に（述べた）

副（数量・程度が）
上に
副（位が）上に

形【the ～】((形式))
先述の

名【the ～】((形式))先
述のこと［もの］

1a 前 〈場所〉より
地理的に上に

2a 前 〈基準〉より
位が上に

1b 前 〈場所〉より
北に

2b 前 〈基準〉より
質が上に

２ 前 〈基準〉より数
量・程度が上に

名 U  上層部；天上

3.2．as
　as は，接続詞が最も豊かに語義展開を見せる。同程度（  系）の
意味を要に，同類（  系），同時（  系）に展開する。前置詞義は，
このうち同類と同時の意味合いを引き継ぐ。副詞義は同程度，代名	
詞12は同類のみが対応する。

as

1  接 （…と）同じ
程度に

２ 接 （…と）同じ
ように

３ 接 （…するのと）
同じときに

2a 接 （…する）限
り（では）

3a 接 （…する）に
つれて

3b 接 （…である）
ので

3c 接 （…である）
のに

2b 接 （…である）
が（一方は）

代（…である）
ような

前 ((形式))…の
ときに

前 …のように

前 …（と同じような
もの）として

副 同じ程度に

12	BNC では代名詞認定の as はなく，たとえば the same materials as will be used や as 
is often the case の as は CJS（従属接続詞）がタグづけされている。
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3.3．before
　before の要となる語義は，単なる空間的な位置関係ではない。鏡
やカメラ，聴衆などの視線が感じられるもの「の前に」の意13。筆頭
品詞の前置詞義は，ここから，順序（語義 ），前途（語義 ），時
間（語義 ）の意味に展開する。接続詞義は，時間の意味を引き継
いで展開する。副詞義では，空間の意味合いは古い用法としてはある
ものの，現在・過去・未来をそれぞれ基準にした時間的な「前に」の
意味が主である。

before

２ 前 （順序が）…の
前に

３ 前 ((形式))〈人〉の
前途に

４ 前 …より以前に

1  前 ((形式))〈対面するもの〉
の前に

1a 前 ((形式))〈権威あ
る人・物〉の前に

4a 前 〈場所〉に着
く前に

接 …する前に

接 …するより
むしろ

接 …しない
うちに

副  ((古))（空間的に）
前に

副（現在を基準に）
以前に

副（過去を基準に）
それ以前に

副（未来を基準に）
その前に

13	単なる位置関係は，meet in front of the library のように in front of。before は，have 
a discussion before the audience（公開討論を行う）のように，聴衆が見ている前で向き
合う形でいることを意味する。
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3.4．calm
　形容詞義の自然の状態が「穏やかな」（語義 ）とその見立てにあ
たる人（の心）が「落ち着いた」（語義 ）を柱に，名詞義はそれぞれ
その状態，動詞義はそれぞれその状態になるプロセスの意味に展開す
る。名詞義・動詞義は，さらに「平穏な状況（になる）」にも広がる。
全体的に多義構造は品詞間で平行する。

calm

1  形 〈海・天候など
が〉穏やかな

２ 形 〈人・心などが〉
落ち着いた

名【通例 a [the] ～】（海・
天候などの）穏やか
な状態

名 U  C  （心・態度などの）
落ち着いた状態

名 U  C  （状況の）平穏さ

名【しばしば ～ s】
無風水域

自〈海・天候などが〉
穏やかになる

自〈人・心などが〉落ち
着く；他 〈人・心な
どを〉落ち着かせる

自〈状況が〉落ち着く

3.5．close
　close は，形容詞・副詞の語義間で極めて密な対応関係を保ち，距
離の意から，特性面の類似関係に基づいて，時間，状態・行為，性質，
数値，関係とほぼ並行的に展開するが，筆頭品詞の動詞義との接点は，
中心義（語義 ）であるプロセス「閉じる」に対して結果（状態）に
あたる物理的な距離が「近い」という語義だけである。動詞義は動詞
義で，機能面の類似関係に基づいて独自の展開を見せる（語義  〜 
）。名詞義は，語義自体が限定的で，動詞義  と対応関係にある14。

14	NN1（普通名詞・単数形）がタグづけされた close（たとえば at the close of . . .  や 
come to a close など）は330例収録されている。
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1  他 〈（開いている）
ドアなどを〉閉じ
る；自  閉まる

２ 他 〈（営業してい
る）店などを〉閉め
る；自  閉まる

３ 他 〈すき間・穴などを〉
閉じる

４ 他 〈心などを〉閉ざす；
自  閉ざされる

５ 他 〈活動などを〉終わり
にする；自  終わる

3a 他 〈開いた距離・差など
を〉縮める；自  縮まる

close

形〈物（の距離）が〉
近い

形〈性質などが〉
（…に）近い

形〈数値などが〉
（…に）近い

形〈時間が〉近い

形〈関係が〉近い

形 制限［限定］
された

形 親しい 副 親しく

形〈 試 合 な ど
が〉接戦の

形 近親の

形（状態・行為な
どに）近い

副（距離が）近くて

副（時間が）近くて

副（関係が）近くて

副（状態・行為など
に）近くて

副（性質などが）（…
に）近くて

副（数値などが）（…
に）近くて

名【a [the] ～】((形
式))結末をつけ
ること；終わり

3.6．dear
　dear は，形容詞義を柱に多義構造をなすが，他品詞の語義はいず
れも局所的に対応・関連するのみである。副詞義15の「大切でいとし	
い」気持ちを込めた状態で（愛情を込めて）と「高価な」状態で（高

15	BNC で AV0（副詞）がタグづけされている dear の例は11収録されているが，半数は
誤認定と思われる。また，cost dear の dear が NN1（普通名詞・単数形），cost dearer 
の dear（er）が AJC（形容詞・比較級）とタグづけされる不備も見受けられる。
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い値段で）は互いに認知的関連性はない。名詞義も「大切でいとしい」
特性をもつ人から，限定的に「いい子」，限定かつ皮肉を込めて「ば
あさん」に展開する。間投詞は，愛情から一般的な強い感情に広がっ
た気持ちの表明として機能する。

dear

1  形 ((形式))〈人が〉
大切でいとしい

２ 形 〈物・事が〉大
事で価値のある

1a 形 （手紙の書き出し
などで）親愛なる

2a 形 ((主に英))〈物が〉
高価な

副 ((主に英))高い
値段で

副 愛情を込めて
名 C  ((略式))（呼びか

けとして）大切でい
としい人

間 ((略式))（驚きなどの感情
を込めて）おや，まあ

名【a ～】((英))（な
だめて）いい子

名【old ～】((英・け
なして))ばあさん

3.7．direct
　多義構造の主要な骨格は，筆頭品詞である形容詞義，第２・第３品
詞の副詞義・動詞義ともに共通する。形容詞義の経路，伝達，影響・
作用の意味合い（それぞれ語義   ）は，副詞義にそのまま引
き継がれる。他動詞義も，「直行させる」「直接送る」「影響・作用を
直接及ぼす」ときれいに平行する。影響・作用の動詞義は，さらにい
くつかの特定種に意味が限定される。
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1a 形 【通例限定】〈電流が〉
直流の

副（ 回り道せず）
まっすぐに

副（媒介がなく）
直接に

副（影響・作用など
が）直接に

direct

1  形 【通例限定】〈移動・経
路が〉（回り道せず）直行の

２ 形 【通例限定】〈伝達
などが〉（媒介がなく）直
接の

３ 形 【通例限定】〈影響・
作用などが〉直接の

４ 形 【通例限定】〈対照など
が〉まったく（反対）の

他 ((形式))〈人・物を〉（場
所に）直行させる

他〈注意などを〉（…に）
向ける

他〈情報などを〉（人な
どに）直接送る

他〈活動などに〉影響・
作用を直接及ぼす
他 ((形式))〈人などに〉
指図する

他 自（劇・映画を）
演出・監督する

他 自（オーケストラを）
指揮する

3.8．double
　多義構造の柱は，形容詞義の「２倍の」，「２つ重なった」（二重の），	
「二重に解釈できる」。「２つ重なった」はさらに「２つ対をなした」
に広がる。副詞義は，このうち「２倍の」「２つ重なった」「２つ対を
なした」を引き継ぐ。名詞義は，「２倍」とその特性をもつものに展
開するほか，「２つ重なった物」（二重の物）にも広がる。「２倍のも	
の」と「２つ重なった物」は特性類似の関係にあるが，多義構造全体
の中での位置づけで言えば，それぞれの形容詞・副詞義との関連性の
方が密だと見なしうる。さらに，「二重に解釈できる」ものとして，	
「二重スパイ」「一人二役の俳優」の意も担う。動詞義は，ほとんどが
局所的な展開として認知的に関連づけられる。
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double

1  形 【通例限定】〈数量・
程度が〉２倍の

2a 形 【通例限定】
２つ対をなした

２ 形 【通例限定】〈物
が〉二重の

３ 形 【通例限定】〈言
動などが〉二重に
解釈できる

副（数量・程度が）
２倍に

副 二重に

副 ２つ対を
なして

名 U  ２倍

名 C  ２倍のもの

名 C  二重の物

名 C  よく似た人・物

名 C  一人二役の俳優
名 C  二重スパイ

名 C  反転、急転
名 C  （議論の）言い抜け

名 C  （映画の）代役

名 C  生き霊

名 C  （野球の）二塁打

名 C  （ブリッジの）ダブル

名【～s】（テニスの）ダブ
ルス

名 U  （軍隊の）駆け足

他〈数量・程度を〉２
倍 に す る； 自 
２倍になる

自 二塁打を打つ；他 〈走
者を〉二塁打で進塁させる；
〈得点を〉二塁打で入れる

自 駆け足で行く

他 自 （相手の競り高の）得点
［失点］数を倍加する

他〈物を〉二重に
する
他〈物を〉対に
する

他〈二役を〉演じる
自〈人・物が〉（…の役割・
用途を）兼ねる

自〈動物・犯人が〉（追っ
手をまくために）逆
行する

3.9．fair
　fair は，多義構造の軸をなす形容詞義が圧倒的に豊かな展開を見せ
る。中心義「清らかで美しい」からその見立てにあたる４つの主意義	
に，そしてそれぞれからさらに１〜２の副意義に広がる。副詞義は，
そのうちの若干数と局所的に対応するのみ。美しい特性をもつ物・人
の意味の名詞義は，多義構造の中で位置づけられるが，現代ではほと
んど用いられない。
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fair

1  形 〈物が〉清らかで
美しい

２ 形 〈道などが〉見
通しがよい

３ 形 〈評判などが〉
汚れのない

４ 形 〈人・考えなど
が〉公平な

５ 形 （規則に従って）
正当な，適正な

1a 形 ((形式))〈女性
が〉美しい

1b 形 〈天候が〉き
れいに晴れた

2a 形 〈予定などが〉
先の見通しがきく

3a 形 〈言葉などが〉
丁寧な

4a 形 〈程度などが〉
まあまあの

5a 形 〈選手・試合が〉
ルールに従った

4b 形 ((特に英))かなり
の；((豪・NZ・略式))完
全な

副 美しく

副 公平に

副 ((英・豪))まったく

副（打撃が）まともに

副 ((古))丁寧に

副（選手・プレイが）
フェアに

名 C  ((古))美しい物

名 C ((古))美人

3.10．fit
　何かに「ぴったり合う」特性が，多義構造全体に通底する。目的・
条件に「ぴったり合った」（  系）と人が仕事・任務に「ぴったり	
合った」（適任の）（  系）は，形容詞・動詞・名詞のいずれの語義
も対応する。形容詞義ではほかに，ある行為を始めるのに万事の準備
が不足なく「ぴったり合った」（用意ができた）（語義 ）と，体調
が活動に不具合なく「ぴったり合った」（体調が整った）（語義 ）に
拡張する。動詞義ではほかに，空所に「ぴったり合う」（はまる）と
服が体に「ぴったり合う」に広がる。名詞義は，品詞内での関連性よ
りも，特定の動詞義と局所的に対応・関連する。
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fit

1  形 （目的・条件に）
ぴったり合った
(for)

２ 形 〈人が〉（仕事・
任務に）適任の
(for/ to do)

３ 形 【通例叙述】〈人・
乗物などが〉（…の
/…する）用意がで
きた (for/ to do)

４ 形 【通例叙述】〈人
が〉体調が整った

他【進行形不可】〈目的・条件
に〉ぴったり合う

他【進行形不可】〈物が〉〈場
所に〉ぴったりはまる；
自〈物が〉（場所に）ぴっ
たり入る (in(to))
他〈物を〉（場所に）ぴっ
たり取りつける (to)；
自〈場所に〉（物を）
ぴったり取りつける
(with)

他〈…を〉（目的・条件に）
ぴったり合わせる
(to)

他〈人が〉（仕事・任務に）適
任である (to)

他〈服などが〉〈人に〉ぴった
り合う；自（人に）ぴっ
たり合う (to)

他〈人を〉（仕事・任務に）
適合させる (to, for)

他【進行形不可】〈服など
を〉（人に）ぴったり合
わせる (to)

名【通例 a～】（目的・条件
に）ぴったり合う状態

名【通例 a ～】（仕事などへ
の）適合（性）
名【通例 a ～】（仕事
などへの）順応（性）

名 C  （場所に）ぴったり合う物

名 C  （体に）ぴったり合
う物

名 C  （服などの）フィット感

3.11．for
　for の多義構造は，ほぼ前置詞義で完結する。目的と交換の意味を
核に，それぞれ多様な語義に拡張する。前者は，目的地を目指す見立
てとして展開する。後者は，等価交換の対応関係を基に意味が広がる。
接続詞義は，このうちのひとつ（理由）のみと接点をもつ。
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for

1  前 〈場所など〉を目的地
にして

1a 前 〈物など（の獲得）〉
を目的にして

2a 前 …（に相当するも
の）として

2b 前 …（相当）の理由で
2c 前 …（相当）の間

1b 前 〈事（の実現・準備）〉
を目指して

1c 前 〈人など（の利益）〉
のために

1d 前 …に対して
1e 前 〈人など〉にとって

２ 前 〈物など〉と交換（を
目的に）して

接 ((形式))というのは…だから

3.12．half
　half の多義構造の要は，名詞義の「半分」。形容詞義も副詞義も，
その特性を引き継ぐ。「半分の」から，「部分的な」と，反語的に「半
分も」の意味合いで「大半の」に広がる。この大枠の展開は，副詞義
もそれぞれ平行する。

half

1  名 C  U  半分

2  名 C  半分のもの
2a 名 U  30 分

形 ((略式))〈機会・時間が〉
ほんのわずかの

形 ((反語的に))大半の

形【限定】半分の 副 半分（だけ）

形 部分的な 副 部分的に
副 不十分に

副 ある程度

副 かなり、ほと
んど

形 不十分な
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3.13．head
　head の多義構造は名詞義が柱で，もっとも豊かに展開する。形容
詞義・動詞義は，筆頭品詞の特定の語義との対応・関連が強固で，品
詞内での語義同士の認知的関連性は乏しい。形容詞義「頭部の」「（序
列の）一番上の」は，それぞれ名詞義 ，  と対応する。主要な動
詞義はいずれも名詞義の特定の語義と認知的な関係にある。「ヘディ
ングする」は「頭」を道具として使ってボールを打つプロセスを表す。
「頭を向ける」は「頭」を対象としたプロセスである。見出しなどを
「つける」は，記事などの「先端」（という場所）に見出しなどを置くプ
ロセスを意味する。列の「先頭に立つ」も同様に，列の「先端」（とい
う場所）に立つというプロセスの意味である。

head

1a  名 【a ～】 頭ひとつ分の長さ
1b  名 C  【修飾語を伴って】 （…な）人

1d  名 【～s】 （頭像のある）硬貨の表
1c  名 C  頭数

形 頭部の

2a  名 C  頭の働き

4a  名 C  （でき物の破れそうな）頭

3a  名 【the ～】 （物の）先端

3b  名 【the ～】 （序列の）一番上

1  名 C  頭

2  名 C  頭の中身

４ 名 C  （物の）頭状の部分

３ 名 【the ～】 （物の）頭の位置

自 他 （…に）頭を向ける

他〈列の〉先頭に立つ

他〈記事・文章に〉〈見出し・
表題を〉つける

他〈集団・組織の〉
先頭に立つ形（序列の）

一番上の

他〈乗り物などを〉
向ける

他〈ボールを〉ヘディングする
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3.14．inside
　多義構造の軸となるのは，前置詞義。空間，組織，期間，範囲「の
内で」の意味（それぞれ語義    ）は，きれいに outside と
対義をなす（→2.2.）。第２品詞以降の語義展開を見比べると，相違が
観察されておもしろい。outside で豊かに展開した範囲（  系）の意
味は，inside では前置詞のみにとどまる。副詞義では，空間（  系），
組織（  系），期間（  系）の意味を引き継ぐほか，空間の「内で」
は特定種として「刑務所の中で」「体内で」と，見立てにより「（心・
頭の）内で」に拡張する。形容詞義は，空間（  系），組織（  系）
の意味合いをほぼ引き継ぐ。名詞義は，いずれもその特性をもつもの
の意を担う。

inside

1  前 〈領域・空間〉
の内側で［に］

２ 前 〈組織〉の内
側で［に］

３ 前 〈期間〉の内
で［に］

４ 前 〈範囲〉の内
で［に］

副（領域・空間の）
内側で［に］

形【限定】（領域・空
間の）内側の

形【限定】〈器官が〉
体内の

形【限定】〈考えが〉
心の内にある

形【限定】〈人・情報が〉
組織内の

副（組織の）内
側で［に］

副 ((米))（期間の）
内で［に］

名【通例the ～】内側
（にある物）

名【通例the ～】（体の）内部；
【～s】((略式・婉曲))胃腸
名【通例the ～】心の内

副 ((略式))（刑務所で）
服役して

副 体内で［に］

副（心・頭の）内で［に］

名【通例the ～】（組織内
の）内幕，内情

3.15．level
　level は，形容詞義，名詞義，動詞義で，平面（  系），同位置（  
系），同程度（  系）とほぼ語義展開が平行する。基本的に，名詞義
は形容詞義の特性をもつもの，動詞義は形容詞義の特性の状態にする
というプロセスを表す。
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level

1  形 〈物が〉平らな

2  形 （…と）同じ位置の (with)

3  形 〈程度などが〉一定の

2a 形 （…と）同じ水準の (with)

名 C  U  平らな場所

名 C  U  同じ位置

名 C  U  一定の程度

名 C  U  同じ水準
名 C  U  同じ地位

他〈…を〉平らにする

他〈程度などを〉一定にする
自〈数値などが〉一定である

自〈道が〉平らになる

自〈飛行機が〉水平飛行する
他〈銃などを〉水平に向ける

他〈批判などを〉（人に）向ける

3.16．light
　light は，「自然の光」を出発点に，見立てに基づいて多義構造の軸
となる名詞義で豊かに展開を見せる。動詞義は，「火」に対してそれ
を生じさせるプロセスである「火をつける」，「明るい状態」に対して
その状態にするプロセスを表す「明るくする」，目・顔などの「輝き」
に対してそれを生み出す「輝かせる」に広がる。名詞義同士の関連性
とは異なるが，いずれも特性における類似性をもつため，動詞義内で
認知的な関連性を認めることができる。形容詞義は，さらに局所的な
つながりしかなく，「明るくする」結果の状態である「明るい」を節
点に，色などが「淡い」に展開するのみである。
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light

1  名 U  自然の光

2  名 U  人工の明かり； C  電灯

３ 名 U  明るい状態

４ 名 【a ～】((形式))（目・顔などの）
輝き

５ 名 U  C  知の光

1a 名 C  U  光（線）

5a 名 C  見方； 【one's ～】知識，
考え

5b 名 C  （問題などを解決する）事実，
発見

5c 名 C  （人を導く）賢者

2a 名 【a～】火 他〈物に〉火をつける；〈火を〉
ともす

他〈場所などを〉明るくする；自〈場
所などが〉明るくなる

他〈目・顔などを〉（喜びなどで）輝
かせる；自〈目・顔などが〉（喜
びなどで）輝く

自〈物が〉火がつく
形〈場所などが〉明るい

形〈色などが〉淡い

3.17．little
　物理的なサイズが「小さい」を要に，量（  系）と規模・程度（  	
系）の意味合いに広がる。さらに，「小さい」ことを肯定的にとらえた	
「小さくていとおしい」と否定的にとらえた「ちっぽけな」に展開す	
る。名詞義は，これらの特性そのものか，その特性をもつものの意を
担う。副詞義は，規模・程度（  系）の意味合いを引き継ぐにとど	
まる。
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little

1  形〈物（の外観）が〉小さい

2  形〈物（の量）が〉少ない

３ 形（規模・程度が）小さい

４ 形  小さくていとおしい

５ 形  ちっぽけな

1a 形〈人・動物が〉子供の

2a 形〈距離・時間などが〉短い

5a 形〈人が〉地位・財産のない

3a 形【限定】ミニ版の…

副（規模・程度が）小さくて

名【the ～】小さな物；
小さな人々

名【the ～】取るに足らない
人々

名【a ～】少しの距離・時間

名 U  わずかな量（しかない）

名 U  わずかな程度（しかない）

3.18．near
　多義構造の柱は形容詞義。物理的距離の「近い」（  系）を要に，
時間（  系）と数量・程度・状態（  系）の抽象的な意味に展開す	
る。基本的に，第２品詞以降の語義との対応・関連は密である。この
３つの概念間の関係を保って，副詞義，前置詞義，動詞義16のいずれ
も意味が広がる。

near

1  形〈場所が〉近い

2  形〈時期が〉近い

３ 形【限定】〈数量・程度・状態が〉
近い

1a 形【限定】〈場所が〉（話
し手・ある地点から）近い
方の

3a 形〈脱出・勝利などが〉
きわどい

3b 形【-est】〈ライバルが〉
実力伯仲の

副（空間的に）近くに 前（空間的に）…の近くに

前（時間的に）…の近くに

前（数量・程度・状態が）
…に近い

副（時間的に）近づいて

副（数量・程度・状態が）
近くて
副【near to doing】
…する寸前で

他 ((形式))〈場所に〉近づく

他 ((形式))〈時期に〉近づく

他 ((形式))〈状態などに〉近づく

他 ((形式))〈時期が〉近づく

16	BNC で一般動詞のタグづけされている near は658例のみ。前置詞13479例の1/20にも
満たない。
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3.19．need
　動詞義と助動詞義は密な対応関係にある。人が「必要とする」を	
ベースに，見立てにより，物・事が「必要とする」に意味が広がる。
名詞義は，人が人・物を「必要とする」特性（必要性）を引き継ぎ，
これを節点に，とくに衣食住などの点で「必要とする状態」（（生活の）
助けが必要な状況）と，必要性の対象である「必要なもの」，「必要と
する」気持ちを生み出す原因にあたる「欲求」に展開する。

need

1  他 〈人が〉〈人・物などを〉必要と
する

2  他 〈物・事が〉〈…を〉必要と
する

1a  他 〈人が〉〈…することを〉
必要とする

2a  他 〈物・事が〉〈対処などを〉
必要とする

名【単数形で】（…の）必要性 (for)

名 C  【通例～s】必要なもの

名 C  U  （…に対する/…したい）
欲求 (for/ to do)

名 U  （生活の）助けが必要な状況

助【疑問・否定文で】((英))〈人が〉
…する必要がある

助【疑問・否定文で】((英))〈物・
事が〉…する必要がある

3.20．no
　全体的に「否定する」特性が通底する。命題を否定する「いいえ」
（語義 ）は，特定の文脈での否定の意に限定されてさらに広がる。
通常の想定を否定して，間投詞的に「何だって，まさか」と驚き・疑
いなどを表す（語義 ）。比較した程度差を否定すれば「少しも…な
い」（語義 ）。名詞義は，否定する「no ということば（を言うこと）」。
形容詞義は品詞内でどの語義からどの語義への拡張と言うよりも，何
を否定するかによって４つに枝分かれしていると考えられる。可能
性を否定して「決して…できない」，行為（の許可）を否定して「…反	
対，…禁止」，数量・程度を否定して「少しの…もない」，むしろその
逆だと否定して「…どころではない」。
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no

1  副 【肯定疑問文に対して】いいえ

1a 副【否定疑問文に対して】はい

1d 副【否定を強めて】いや，
そうだ

1b 副【肯定平叙文の内容を否定して】
いや（ちがいます）

1c 副【否定平叙文の内容に同意して】
ええ（そうです）

２ 副 【間投詞的に】何だっ
て，まさか

３ 副 【比較級・different・goodの前で】
少しも…ない

名 C  U  noというこ
とば（を言うこと）
名【～es】反対投票（者）

形【限定；省略文】…反対，…禁止

形【限定】決して…できない

形【限定】少しの…もない

形【限定；be動詞の補語の名詞（句）の前で】
…どころではない

3.21．ok（ay）
　多義構造の柱は形容詞義で，あらゆることにおいて「問題ない」を
要に，その特性を引き継いで異なる概念領域での意味を担う。副詞義
は，文法的な振る舞いが異なるだけで，意味的には中心義の「万事問
題ない」と同じ。間投詞はいずれも当該行為を行うことが「問題ない」
ことを表明する役目を果たす。動詞義は同意［承知，許可，了承］す
る行為を，名詞義はその行為を行うことを意味する。
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ok(ay)

1  形 【叙述】〈物・事が〉
万事問題ない

２ 形 【叙述】〈人が〉体
調が問題ない

1a 形 【叙述】（謝罪・謝礼
に対して）不都合がない

1c 形 【叙述】〈物・事が〉
不可なく，まずまずで

1b 形 ((主に米))〈人が〉
信用できる

副 うまく，ちゃ
んと

間【同意・承知・許可・了解を示して】
はい，わかった

他 同意［承知，
許可，了解］
する

他〈書類などに〉
OKと記す

名 C  同 意，
承知，許可，
了解間 （相手の言い分を一応認めて）

わかった，わかった

間 （次の話題・行動に移る前に）
さて，さあ

間 （相手の了解を確認して）
わかったね

間 （会話を終える前に）
それでは

3.22．open
　多義構造の要は形容詞義で，ドア・窓などが「開いた」（語義 ）。	
この特性の類似性に基づいて，場所・空間が「開けた」（語義 ），	
店・銀行などが「客に開かれた」（語義 ），心・態度などが「開か
れた」（語義 ）に展開する。動詞義は基本的に，これらのそれぞれ
の状態が生じる［を生み出す］プロセスの意味を担う。名詞義は，筆
頭品詞の形容詞義か第２品詞の動詞義の特定の語義と局所的に関連す
るのみ。
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open

1  形 〈ドア・窓などが〉
開いた

２ 形 【限定】〈場所・
空間が〉開けた

３ 形 【叙述】〈店・銀行な
どが〉客に開かれた

４ 形 〈人・心・態度が〉
開かれた

1a 形 〈閉じた物
が〉開いた

1b 形 〈場所・季節が〉
氷・雪で閉ざさ
れない

2a 形 〈場所が〉仕切
りのない

3a 形  〈施設・サービス
が〉利用者に開かれた

3b 形  【叙述】〈職・地位
が〉空いている

3c 形  【叙述】〈選択・可
能性が〉（人に）開かれ
ている (to)

4a 形  〈状況などが〉（影
響に）左右される (to)

4b 形  〈問題などが〉未
解決の

2b 形 〈物の（隙間）が〉
開いた

自〈ドアなどが〉開く；他  〈ドアなどを〉
開ける

自〈店などが〉開店する；他  〈店な
どを〉開業する

自〈心・態度などが〉開かれる；他  〈心
などを〉開く

自〈施設・サービスが〉利用者に開
かれる；他  〈施設・サービスを〉
利用できるようにする

自〈秘密などが〉明らかになる；
他  〈秘密などを〉打ち明ける

自〈会議・調査などが〉始まる；
他  〈会議・調査などを〉始める

自〈物語・映画などが〉始まる

自〈選択・可能性などが〉利用でき
るようになる

他 自  （ファイル・プログラムなどを）
開く

自〈景色・視界などが〉開ける
他〈土地などを〉切り開く

自〈閉じた物が〉開く；他  〈閉じ
た物を〉開ける

自〈ドアなどが〉（場所に）通じて
いる (to)

名 C  開き口，孔

名 U  就職の機会

名【the ～】空き地

名【the ～】明るみ，公然

名【the O-】オープン
トーナメント

3.23．opposite
　多義構造の軸は形容詞義。空間的な位置関係が「反対の」（語義 ）	
から，動き・方向など，性質・意味などに関して「反対の」（それぞ
れ語義  ）に展開する。前置詞義・副詞義はともに位置の意味の
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み対応する。名詞義は，性質・意味などの点で「反対のもの」を意味
する。

opposite

1  形【限定】（位置が）反対の

2  形〈動き・方向などが〉
反対の

３ 形〈性質・意味などが〉
逆の

前 ((特に英)) …の反対
の位置に

副 ((特に英)) （…の）向
かいに (to)

前 …の相手役で

名 C  （…と）逆の
もの (of)
名 C  反意語

3.24．other
　形容詞義と代名詞義が other の多義構造の骨格をなす。中心義「他
の，別の」から特性の類似性に基づき，性質・種類が「他の」（異なる）	
（語義 ），２つあるいは３つのうちの「他の」（他方の，残りの）（語
義 ）に意味が広がる。代名詞義はいずれもそれぞれの特性をもつ
ものの意。形容詞義はさらに時間に関する意味（語義 ）も担う。
副詞義は局所的に「異なる」の意味を引き継ぐのみ。

other

1  形  他の，別の

４ 形  以前の，昔の

2  形（…とは）性質・種類
が異なる (than)

３ 形【通例 the [one's] ～】（２つ
のうちの）他方の，（３つ
のうちの）残りの

代【～s】別のもの

代【～s】性質・種類が異な
るもの

代【the ～】（２つのうちの）
他方，（３つのうちの）
残り

副（…とは）違って，
異 な る 方 法 で
(than)
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3.25．over
　over は「…を越えて」（語義 ）というプロセス的な意味を要に，
その結果的な位置である「…を越えたところに」（語義 ），越える
動きの軌跡との類似性に基づいて「…をおおって」（語義 ），越え
る際の部分的な位置関係から「…の上方に」（語義 ）に意味が広が	
る。いずれも，空間的な意味からさらに抽象義に展開する。副詞義は，
前置詞義の ， ，  を引き継ぐほか，越える動きを繰り返す「ぐ
るりと回転して」にも意味が広がる。いずれの具象義もさらに抽象義
に展開する。前置詞義  に対応する副詞義はなく，展開した抽象義
（語義 ）に対応する数値・基準を「超えて」は，副詞義内での認知
的関連性が途切れる。名詞義は，クリケットの投球の１セットである
「６回ボールを投げること」。繰り返して行う行為の特定種にあたる。

over

1  前〈場所〉を越えて

2  前〈場所〉を越えたところに

３ 前〈場所・物〉をおおって

４ 前〈場所〉の上方（をおおうよう）
に

1a 前〈情報・声などが〉〈媒体〉を
わたって

2a 前〈困難など〉を乗り越えて

3a 前〈影響・関係などが〉…の全
体におよんで

4a 前〈数値・選択などが〉…を超
えて

1b 前〈出来事などが〉〈期間〉にわ
たって

副（場所を）越えて

副（場所を）越えたところに

副（数値・基準を）超えて

副 ぐるりと回転して

副（場所・物が）すっかりおおわれて

副（行為などを）注意を行きわたらせて

副（期間に）わたって

副（出来事などが）終わって

副（行為などを）繰り返して 名 C  （クリケットの）６投球
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3.26．overall
　空間的な「端から端までの」から，範囲・影響などの抽象概念に関
して「全体にわたる」に意味が広がる。副詞義は，この展開と平行す
る。名詞義は局所的で，端から端までつながった物として，米・英で
それぞれ異なる物を指し示す。

overall

1  形〈長さ・領域などが〉端か
ら端までの

2  形〈範囲・影響などが〉
全体にわたる

副（長さ・領域などが）
端から端まで

副（範囲・影響などが）
全体的に
副【文修飾】概して
言えば

名 C  ((英))つなぎ
名 C  ((米))胸当てつき作業ズボン

3.27．short
　語義展開の中核は，物理的な長さが「短い」（語義 ）と，その特
性をそれぞれ時間と数量・程度に投射した意味合い（それぞれ語義 
 ）。形容詞義と副詞義とで語義展開が平行する。形容詞義は，特

性の類似性に基づいて，さらに狭い特定の意味領域での意味を担う（語
義   ）。名詞義は，互いに認知的関連性を有するのではなく，
ほとんどが特定の形容詞・副詞義と局所的な対応・関連をもつのみ。
動詞義は，さらにつながりが限定される。
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short

1  形〈物（の長さ）が〉短い

2  形〈期間・行為など（に
かかる時間）が〉短い

３ 形〈数量・程度などが〉
不足した

４ 形〈菓子が〉さくさくした

５ 形〈電気回路が〉短絡の

６ 形〈アルコール飲料が〉小さめ
のグラスに入った

2a 形〈話・文章などが〉
短く簡潔な

2b 形〈人が〉そっけない

4a 形〈粘土・金属が〉もろい

副（長さが）短く

副（時間が）短く

副（数量・程度が）
少なく

副 手短に

副 ぶっきらぼうに

名【～s】半ズボン；((米))
（男性用下着の）パン
ツ；((米)) C  （男性用
衣類の）Ｓサイズ

名 C  短時間のもの

名 C  （数量・程度の）不足

名 C  （標的に届かない）近弾

名 C  ((略式))（電気回路の）
短絡

名 C  ((英))（注ぐのが少量の）
ストレートの酒

名【the ～】要点，要旨

他 ((略式))〈…を〉少
なめに与える

他 ((略式))〈人を〉
ごまかす

他 自 ((略式))〈電
気回路を［が］〉
ショートさせる
［する］

3.28．since
　時間の「以来ずっと」の意味合いが前置詞，副詞，接続詞を横断す
る。接続詞義は，時間的な関係から因果関係に展開を見せる。

since

1  前 〈時点・出来事〉
以来ずっと

２ 前 【序数・最上級を伴って】
〈時点・出来事など〉
以来で（…番目の）

副 その時以来ずっと 接 …して以来ずっと

接 …だから
接 …だから（言うけど）

接【It has been A since …】…して
からＡ（期間）になる

副【通例long since】ずっと前に

3.29．square
　中心義は，形容詞義「正方形の」。正方形がもつ特性のひとつであ
る「直角の」（語義 ）と「向かい合って平行な」（語義 ）に広が
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る。いずれもさらに豊かに意味が展開する。「２乗の」（語義 ）も
正方形がもつ同じ２辺の長さ（の掛け算）と関連する。人の性格を正
方形に見立てて「四角四面の」（語義 ）。形容詞義の多くは，そ
の特性を生み出すプロセスを表す動詞義に関連する。副詞義は，形	
状（  系），直角（  系），平行（  系）を中心に意味が対応する。
名詞義は，基本的に特定の語義と局所的に関連するのみ。

square

1  形〈物が〉正方形の

2  形〈物の（角度）が〉直角の

３ 形【叙述】〈物が〉向かい
合って平行な

４ 形 ２乗の

５ 形 ((略式・けなして))〈人が〉四
角四面の

2a 形〈肩・あごなどが〉
角張った

3a 形 ((略式))〈２つの数が〉
同じに揃った

3b 形〈事態などが〉きち
んと整った

3c 形〈処置・行動などが〉
公平な

3d 形〈食事が〉質量と
もに整った

1a 形〈物が〉四角い形の

2b 形〈物・移動などが〉
直角に交わる

副 正方形に
副 四角く

副 直交して

副 直角に［で］

副 向かい合って
平行に［で］
副 まっすぐに［で］

副 ((略式))公平に

名 C  正方形

名 C  直角定規

名【the ～】２乗（数）

名 C  ((略式・けなして))
融通のきかない人

名 C  ((略式))ちゃん
とした食事

名 C  四角い物

他〈物を〉正方形にする

他
〈…の〉直角［直線，平行］か
らのずれを定規で調べる

他〈物（の角・縁）を〉
直角にする

他〈物を〉四角くする

他〈肩などを〉角張
らせる

他〈…を〉まっすぐ［平
ら］にする

他〈２つの数を〉同
じに揃える

他〈考え・状況などを〉
（…と）うまく合わ
せる；自（…と）
うまく合う (with)

他〈…を〉２乗にする
他〈…の〉面積を
求める

他〈物を〉直交させ
せる；自 〈物
が〉（他の物と）直
角になる (with)

3.30．subject
　中心義は名詞義「国民」。品詞横断的には，国民がもつ特性である	
「支配下にある」という形容詞義から，さらにその状態を生み出すプ
ロセス「支配下に置く」という動詞義に展開する。形容詞・動詞義と
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もに各品詞内で影響を及ぼす作用面に着目した見立てに基づき，さら
に展開を見せる。他方，名詞義も，「国民」（民主国家が支配する対象）
の何がどうする対象かという関係（特性）を異なる概念領域に投射し
て，「主題」（人が会話・議論を行う対象），「科目」（人が勉学を行う	
対象），「実験の対象」に拡張する。

subject

1  名 C  ((形式))（民主国家で支配対象の）国民

2  名 C  （会話・議論などの）主題

3  名 C  （勉学の対象の）科目

4  名 C  実験の対象

形 ((形式))〈人・国が〉（…の）支配下にある (of)
形（好ましくないことを）受けやすい (to)
形（同意・批准などを）条件とする (to)

他 ((形式))〈人・国を〉（…の）支配下に置く(to)
他 ((形式))〈…を〉（…に）さらす (to)

3.31．that
　代名詞と形容詞の語義はほぼ平行して展開する。空間的に話者から
離れた対象をさす意味（  系）を起点に，時間的に離れた過去，内
容的に離れたものをさす意味（それぞれ   系）に広がる。副詞
義は，しばしば両手を大きく離すジェスチャーと連動して「これくら
い」と大きさ・量などを示す意味から，程度などの意味にいたる。接
続詞義は，内容の意味（  系）と対応し，文法的に名詞・副詞節を
導く。
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that

1  代 ((略式))（話者から離れた）
あの［その］人［物，場所］

２ 代 （過去をさして）あの頃，
当時

３ 代 （既出・周知の内容をさして）そ
にこと；((形式))（…の）
それ (of)

形 （話者から離れた人・物・場所を
さして）あの，その

副 ((略式))（大きさ・量など
をしばしば両手間の隔たりと
して示して）これくらい

副 ((英略式))（程度
を強調して）（…なほ
ど）とても

副【通例否定文で】（現状
の数量・程度を強めて）
そんなに，それほ
ど（まで）

形 （２者のうち離れた方をさして）
あちらの，そちらの；前者の

形 （過去をさして）あの頃の，
当時の

形 （既出の内容をさして）あの，
その，例の
形 （関係代名詞の先行詞を限定し

て）（…な）そのような

接【名詞節】…ということ

接【副詞節；so [such]～ that ...】
とても～なので…

接 ((形式))【副詞節；so that ...】
…するように；【副詞節；in 
order that ...】…するために

接【副詞節；so that ...】だから…

接【名詞節】((文学))（願
わくば）…ということを

1a 代（２者のうち離れた）
あちら，そちら；前者

3a 代【関係詞】（…する［である］）
人［もの，こと］；【it is～that ...；
強調構文】…なのは～だ

3b 代（一般的に）もの，こと

1b 代 ((略式))（電話で）
そちら；
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3.32．to
　前置詞義が多義構造の中核かつほぼすべてで，副詞義は特定の語義
と極めて局所的に対応するのみである。語義展開の核となるのは，到
達点までの移動（語義 ）とその方向（語義 ），行為などが向か
う対象（語義 ）の３つ。いずれもさらに豊かに意味が拡張する。
to do の形式（いわゆる不定詞）も意味的なつながりの中でこの多義
構造の中に位置づけることが可能である17。

to

1  前〈場所〉まで（進んで）

2  前〈方向など〉に向かって

３ 前〈人・物・事〉に対して

1a 前〈時点〉（に至る）まで

3a 前〈人（の考え・好みなど）〉
にとって

3b 前 …に比して
3c 前 …に合わせて
3d 前 （ある数の）…乗

1b 前〈状態〉（に至る）まで

1d 前〈感情〉に至るまで
1e 前【to do；副詞的に】（結果として）〈行
為〉まで進んで

1c 前〈数値など〉（に至る）まで

2a 前【to do；副詞的に】〈行為〉に向かっ
て

2b 前【to do；形容詞的に；後置修飾】〈行為〉
に向かう…

2c 前【to do；名詞的に】〈行為〉に向か
うこと

3e 前【to do；副詞的に】〈行為〉に対し
て（…と判断して）

副（場所）まで進んで；((英))     ドアが閉まって

副（人が）意識が戻って

17	ただし，意味的な関連性を最優先すると，形式や用法ではまとめられず，分散して配
置せざるをえない。理念の相違による致し方ない点であるが，辞書ユーザの利便性を考
えると，いずれにも配慮した折衷案の模索は必要かもしれない。PG5 は，意味のつなが
りとまとまりを重視するものの，to に関しては一般向けの辞書記述との折り合いをつけ
るため，形式と用法でまとめて不定詞を語義３（系）とし，3 名詞的用法，3a 形容詞的用
法，3b 副詞的用法，3c 間投詞的用法と記述する。ODE3 は，core sense と subsense 間
のつながりは重視するが，異なる品詞間の語義同士は言うにおよばず，同一品詞内の 
core sense 間のつながりにさえも言及しない姿勢を貫くので，さらに語義分けは機械的で，
infinitive marker の下に 1 to do の形式のものと 2 do が省略された to だけの形式のも
のの２つを core sense として立て，前者を用法・内容により８つの subsense に分割する	
（ので，本来は 1, 2 ともに sense であるはずが，1 は to do の形式であること，2 は動
詞が自明なために省略されて to のみであることしか記述されない）。
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3.33．top
　名詞義が，top の多義構造の中軸をなす。山などの「一番上」（語
義 ）を起点に，特性の類似性に基づく見立てにより，物の「上部」
（語義 ），植物の「先端部」（語義 ），順位・階級の「最上位」（語
義 ），程度・質などの「一番上」（最高）（語義 ）に意味が広がる。
形容詞義は，対応する３つの語義（    系）が同じ認知的関連
性を維持するが，動詞義はいずれも特定の名詞義とそれぞれ異なるメ
トニミー関係にある。

top

1  名【通例the ～】（山などの）
一番上

2  名【通例the ～】（物の）
上部

４ 名【通例the ～】（順位・
階級などの）最上位

５ 名【the ～】（程度・質な
どの）最高

３ 名【通例 ～s】（植物の）
先端部

他〈物の〉一番上に乗る

他〈木の〉先端部を切り取る

他〈グループの〉一番になる

他〈人・過去の業績などを〉上回る

他〈塀などを〉飛び越える

他〈物の〉一番上に（…を）
乗せる (with)

形（位置が）一番上の

形（順位が）最上位の

形（程度が）最高の

3.34．total
　数に関する意味が品詞を横断して多義構造の中心を占める。「すべ
てを合計した」状態を生み出すプロセスが動詞義「総計する」，その
結果が名詞義「総計」という関係。形容詞義は，特性の類似性に基づ
いて，「完全な」「総力の」に広がる。「総力の」からは局所的に口語
的な動詞・名詞義が派生する。
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他〈…を〉総計する

他 ((米略式))〈人を〉行動できな
くする

他 自  総計（…に）なる

他 自  ((米略式))〈車などを［が］〉めちゃ
めちゃに壊す［壊れる］

total

1  形  【限定】すべて合計した

2  形  【限定】完全な

３ 形【限定】〈攻撃などが〉総力の

名 C  総計

名 C  ((米俗))車の
残骸

名 C  全体

3.35．waste
　多義構造の中軸は動詞義。「むだにする」を起点に，その見立てと
して「消耗させる」「荒廃させる」「徐々にすり減らす」に意味が広が
る。名詞義は，「むだにする」コト的な意味から，そのプロセスの結
果にあたる「廃棄物」と，人・健康などを「消耗させること」（衰弱）
に展開する。「荒地」は「荒廃させる」プロセスの結果できあがる物
という認知的関係にあり，他の名詞義と直接認知的なつながりはない。
形容詞義は，特定の名詞義と局所的に対応・関連する。

waste

1  他〈価値あるものを〉むだに
する

2  他〈人・健康などを〉消耗さ
せる；自〈人が〉やつれる

３ 他 ((文学))〈町・建物などを〉荒
廃させる

４ 他  自 徐々にすり減らす
［すり減る］
4a 自〈富・権力などが〉減
少する (away)

名 C  U  （価値あるものを）むだに
すること

名 U  【時に ～s】廃棄物

名【通例 ～s】((文学))荒地

名 U  ((古))衰弱

形【限定】廃物の
形
【限定】〈容器・管
などが〉廃物用の

形【限定】〈土地が〉荒地の

形【限定】〈エネルギー・
才能などが〉活用さ
れない
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3.36．welcome
　人を「歓迎する」意が品詞を横断して多義を結びつける。名詞義は
「歓迎する」コト的な意味。間投詞は「歓迎する」ときにかけること	
ば。形容詞義「歓迎されている」は「歓迎する」行為を受けた結果の
状態。他の語義は，その品詞内で認知的関連に基づき拡張する。

名 C  U  （人に対する/
人からの）歓迎 (to, 
for/ from)

間（…へ）ようこそ (to)
形〈客などが〉歓迎され
ている

形〈人・行為などが〉歓
迎すべき

形〈人が〉（…を）自由に
してよい(to/ to do)

welcome

1  他〈人を〉歓迎する

2  他〈意見・批判など
を〉受け入れる

3.37．well
　全体的に「満たして埋める」特性が通底する。心を満たした状態が	
「満足のいく程度で」（語義 ）。達成などの程度を満たして「十分で」
（語義 ）。能力・成果などが期待や想定を満たせば「すばらしく」（語
義 ）。形容詞義は「満足のいく」特性を引き継ぎ，さらに特定の満
足のいく状態に意味が広がる。名詞義はそのうち，行為・状況などが	
「望ましい」から「望ましい状況」（幸運，成功）に展開する18。間投詞	
は、さまざまな場面で発話の隙間を満たしてつなぐ働きを担う。後続
する自分の発話を満たして埋めるケースと，相手の発話を誘導するこ
とで互いの発話からなる会話を満たして埋めるケースがある。前者は
さらにいくつかの特定の用途に特殊化する。

18	名詞タグ（NN1（普通名詞・単数形），NN2（普通名詞・複数形））のついた well は 
BNC 中1462例あるが，この名詞義での wellは，wish . . .  well か wish well （to . . .）の形
で130例収録されるのみ。
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well

1  副 満足のいく程度で

２ 副 （達成などの程度が）
十分で

３ 副 （能力・成果などが）す
ばらしく

2a 副（数量・程度が）
かなりで

2b 副 ((英略式))とて
も

形【叙述】満足のいく

形【叙述】〈行為・状
況などが〉望ましい

形【通例叙述】〈人
が〉体調がよい；
【限定】((略式))
健康な〈人〉

名 U  幸運，
成功

間 （次の発話をつないで）えーっと

間 （相手の発話を促して）それで；（相手を
挑発して）それで（どうした）

間 （驚き・不満・安堵などを示して）おや，
まあ，もう；（諦めを示して）やれ
やれ（仕方ない）

間 （途切れた発話をつづけて）それで
間 （締めの発話の前に）では

間 （発話を強めて）よし（それなら）

間 ((形式))（提案などに応じて）はい
（わかりました）

間 （あいまいな返答の前に）いやー，まあ
間 （失言に気づいて）おっと（ちがった）

3.38．wrong
　多義構造の軸をなすのは形容詞義。事実に照らして「違った」とい
う特性に基づき，基準に照らして「違った」（正しくない），方向が	
「違った」（逆の），人・機械などの調子が「違った」（正常でない）に
広がる。副詞義は，基準（  系）と方向（  系）の意味を引き継ぐ。
名詞義は基準（  系）の意味合いでのみつながりをもつ。
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wrong

1  形  （事実に照らして）違った

４ 形  【通例叙述】〈人・機械などが〉
正常でない

2  形（基準に照らして）正
しくない

３ 形〈方向などが〉逆の

副（判断などを）誤って，
（道徳的に）間違って

副（方向などを）逆に

名 U  誤り，悪

名 C  誤った行為，悪事

4．おわりに
　宮畑（2015）で提案した多品詞にわたる多義語の多義構造を記述す
るための試案に基づき，宮畑（2016）では動詞と名詞の２品詞ともに
高頻度で用いられる26項目，本稿では高頻度の品詞が５〜３におよぶ
44項目（一部重複あり）の多義構造の記述を実践し，記述法の検証を
行った。
　概して使用頻度の高い品詞は多義の数も多い傾向にあり，その意味
では，これらの作業を通して，最多クラスの品詞・多義数をもつ英語
多義語はいずれもこの枠組みに基づいて多義構造が記述可能であるこ
とが実証できたと言える。また，多品詞にわたる多義の関連性に関し
て，とくに特徴的に

（i）	 各品詞間で認知的な語義展開が（概ね）平行するもの［calm，
inside，level，near，outsideなど］

（ii）	特定の品詞に認知的な語義展開が大きく偏るもの［as，fair，
for，toなど］

（iii）	特定の品詞で独自の認知的な展開が豊かなもの［before，
close，double，fit，roundなど］

（iv）	ある品詞の語義が（その品詞内で互いに認知的関連性がある
のではなく）別の品詞の語義と局所的に認知的関連性が見ら
れるもの［back，head，top など］
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のいずれのケースもその多義構造を適正に提示できることも確認でき
た。実際には，とりわけ（ii）（iii）（iv）の現象は，たいていの項目
で多かれ少なかれ同時に混在して観察されることが多く，高頻度で用
いられる複数品詞にわたる多義語の多様な多義構造の記述の実践を踏
まえて判断すると，この記述法の実効性はさまざまな事例において高
いと言える。さらに，未記述の項目はこれらよりも品詞・多義数が少
ないことを考えれば（実践した記述よりも多義構造が複雑になる可能
性は極めて低いので）同じ枠組みで多義構造が適切に記述できる見通
しはほぼ確実であると評価しうる。
　この記述法に基づく多義構造の（紙面・画面上での）提示という観
点から言えば，実践的記述を通して，品詞数がもっとも多いもの，語
義数がもっとも多いものを想定した物理的に必要な最大スペースを
推し測ることが可能になったと言える。本稿で提示した back，like，
open，round が縦・横にスペースを要する最大クラスである。これ
らの大きさは，紙ベースで言えば通常の辞書サイズ（B6またはA5判）
の１ページに，電子媒体ベースで言えば標準的なタブレット型端末の
画面（８〜12インチ）にスクロールなしで収まる程度のサイズである。
それ以外の項目は，縦・横ともにこれらよりもスペースを取らない（と
考えられる）ものばかりなので，これらに収録する上での問題はない。
　もちろん，収録が可能だとは言っても，（通常の文字主体の記述に
比べて）スペースを取ることは間違いないので，紙ベースだと必要な
紙面は必然的に多くなる。また，多義の各語義の関連性ができるだけ
わかる（ことを意図した）代表的な語義（瀬戸（編）（2007）における「解
説的意義」にあたる）だけでは，辞書として，その語義に相当する訳
語（のバリエーション）や使用例などの情報が欠落する。これを考える	
と，この記述法での多義構造の提示は，紙媒体よりも，タブレット端
末上での使用を念頭において考える方が実用性が高いように思われ
る。
　デジタル化を想定するならば，さらに，紙媒体では実現できない動
的な提示方法を採ることが可能になる。たとえば，as の意味の全体



宮　畑　一　範44

像を提示するのに，段階を踏んで，最初は多義構造の出発点となる語
義（中心義）のみを提示し（①），次にそこから展開する筆頭品詞に
おける主意義を展開し（②），そして，それぞれの主意義から拡張す
る副意義を展開して（③），そのあと第２品詞以降の語義を対応・関
連する筆頭品詞の語義から順番に右に展開する，というシークエンス
を縦方向から横方向に動的に見せるというのは，多義の広がりを目で
追えるという意味で効果的である。
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３ 接 （…するのと）
同じときに

３ 接 （…するのと）
同じときに

2a 接 （…する）限
り（では）

3a 接 （…する）に
つれて

3b 接 （…である）
ので

3c 接 （…である）
のに

2b 接 （…である）
が（一方は）

〉〉〉 〉〉〉主意義を開く

①

②

③
〉〉〉 〉〉〉副意義を開く
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　各語義の訳語候補や用例の表示に関しても，全多義構造を表示した
状態で，当該語義を選択すると，下図のように，その情報がポップアッ
プ式の表示エリア（サイズは内容に応じて可変）に出るように用意す
れば，利用者は，多義構造の中でのその語義の位置づけを念頭に置き
ながら，必要な追加情報を得ることが可能になる19。

1  接 （…と）同じ
程度に

２ 接 （…と）同じ
ように

３ 接 （…するのと）
同じときに

2a 接 （…する）限
り（では）

3a 接 （…する）に
つれて

3b 接 （…である）
ので

3c 接 （…である）
のに

2b 接 （…である）
が（一方は）

代（…である）
ような

前 ((形式))… の
ときに

前 …のように

前 …（と同じような
もの）として

副 同じ程度に

…のように，
…の通りに，
…と同様に：
as  I asked you 
before 以 前 に
頼んだように / 
Come and go as  
you please. 出入
りはご自由に．

as

　実際面では，プログラム上の問題があり，実現可能かどうか，ある
いはモデルと考える表示にどれくらい近づけることができるかはまだ
未知数であるが，（とくに多品詞にわたる多義語の）多義構造を記述
する方法としての妥当性が確認でき，その活用の可能性を検討できた
という意味では，理想の辞書づくりに向けて一定の道標を示せたので
はないかと思われる。
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